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昨年度から工事を進めていた「竹森保育園」の移転改築工事が完了し、１月１５日から開園しました。
１００名の園児たちは、新しくなった保育園で、毎日楽しく過ごしています。



平成20年度当初予算
寺泊地域関係主要事業について
寺泊地域に関わる当初予算の中から、地域の皆さんへお知らせをしたい項目を掲載しました。

•ふるさと創生基金事業の実施 2，870千円
•地域コミュニティ事業補助金 500千円
•地域固有業務の実施（港まつり、敬老会、友好親善都市交流事業など） 84，466千円
•地域委員会の開催 1，485千円
•Eボート寺泊大会の開催 2,000千円
•県営土地改良事業（潟地区の土地改良事業） 42,547千円
•農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業（農業用水路の整備） 22,545千円

地域振興・産業

•老人憩いの家「夕映荘」外壁及び屋根瓦葺き替え工事 4,900千円
•保育園通園バス入れ替え（老朽化に伴い、３台をリースにより入れ替え） 2,430千円
•郷本保育園解体工事 2,850千円
•竹森保育園プール置場整備工事 7,600千円

福　祉・健　康

•下水道の整備 （汚水管の整備） 331,079千円
 （寺泊浄化センター水処理施設の増設） 125,000千円

生活・都市基盤

•寺泊支所解体事業（現寺泊支所庁舎の取り壊し及び用地測量） 50,483千円

そ　　の　　他

•寺泊吉体育館（仮称）整備事業（旧寺泊高校体育施設の活用） 17,327千円
•プレ国体（全日本カヌージュニア大会）開催事業 70,830千円
•シーサイドマラソン第30回記念大会の開催 7,783千円
•その他…… 大河津小学校校舎の耐震診断の実施
　 ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の整備（寺泊小学校、おおこうづ・野積保育園）
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昨
年
の
十
二
月
十
日
に
、
寺
泊
と
栃
尾
の
地
域
委
員
会
が
合
同
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
、
新
潟
県
長
岡
地
域
振

興
局
長
の
遠
藤
修
司
さ
ん
か
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
岡
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
県
内
観
光
客
の
概
ね
一
割
。
長
岡
市
を
訪
れ
る
観

光
客
の
伸
び
が
大
き
い
。
魚
の
市
場
通
り
は
、
長
岡
市
の
中
で
一
番
で
あ
り
、
県
内

で
も
、新
潟
ふ
る
さ
と
村
（
一
七
五
万
人
）、弥
彦
神
社
（
一
五
三
万
人
）
に
次
い
で
、

第
三
位
で
あ
る
。「
観
光
振
興
」
は
、地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
住
ん
で
良
し
。

訪
れ
て
良
し
。」
こ
れ
が
観
光
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
で
あ
る
。

観
光
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

　

平
成
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
と
都
市
部
を
包
括
す
る
形
で
県
内
各

地
に
市
が
で
き
た
。
中
山
間
地
域
と
都
市
部
が
相
互
に
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
可

能
に
な
る
。
ど
う
連
携
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
に
な
る
。
国
か
ら
は
、
地
方
都

市
の
再
生
に
向
け
た
「
地
方
再
生
戦
略
」
が
示
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

地
域
づ
く
り
は
、
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
着
実
に

変
革
を
遂
げ
て
い
く
。
そ
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
が
重
要

で
あ
る
。長
期
的
視
点
に
立
っ
て
地
域
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
地
域
づ
く
り
は
ひ
と

づ
く
り
。
人
材
の
育
成
と
確
保
が
重
要
。

　

地
域
資
源
を
発
掘
し
て
い
く
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

意
外
と
人
材（
リ
ー
ダ
ー
）が
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

　

長
岡
市
は
、「
市
民
力
が
発
揮
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
」
と
総
合
計
画
に
も
掲
げ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
間
は
、
地
震
（
災
害
）
や
二
度
の
合
併
で
、

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
る
余

裕
が
な
か
っ
た
。
落
ち
着
い
て
き
た
こ
れ
か
ら
が
、

真
剣
に
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
時
期
に
あ
る
。

　

長
岡
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
前
よ
り
前
へ
長

岡
」
は
、
非
常
に
良
い
言
葉
だ
と
思
う
。

　
「
守
門
岳
か
ら
日
本
海
」、
広
く
な
っ
た
長
岡
市
が
良

く
な
る
よ
う
に
皆
さ
ん
の
ご
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

結
び

寺泊文化センター３階大研修室寺泊文化センター３階大研修室

市
民

裕
が

真
剣長

岡
」「

守
く
な
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平
成
20
年
３
月
５
日
㈬　

午
後
４
時
か
ら

寺
泊
文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階
大
研
修
室

平
成
20
年
度
寺
泊
地
域
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事

業
に
つ
い
て

⑴�　

地
域
委
員
会
の
会
議
等
に
関
す
る
要
領
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

⑵�　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
交
付
要

綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑶�　
「
地
域
委
員
会
だ
よ
り
」の「
支
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
」と
の
統
合
に
つ
い
て

⑷�　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業（
地
域
固
有
業
務
）

の
終
了
に
つ
い
て

⑸　

支
所
の
移
転
に
つ
い
て

⑹　

現
支
所
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て

１　

議
題
に
つ
い
て

　

�　

事
業
計
画（
案
）及
び
予
算（
案
）に
つ
い

て
、
原
案
の
と
お
り
承
認
。

　

�　

詳
細
は
、
今
後
開
催
の
実
行
委
員
会
で
協

議
し
て
い
く
。　

　（
事
務
局
か
ら
の
説
明
要
旨
）

　

�　

19
年
度
は
、「
海
だ
‼
魚
だ
‼
て
ら
ど
ま
り

２
０
０
７
」を
開
催
し
、大
変
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

�　

昨
年
12
月
13
日
に
開
催
し
た
実
行
委
員
会

で
、
20
年
度
の
事
業
を
検
討
し
た
際
に
、
平

成
20
年
度
も
継
続
（
拡
充
）
し
て
や
っ
た
ら

ど
う
か
と
い
う
意
見
で
一
致
し
た
。

　

�　

詳
細
は
、
４
月
以
降
の
実
行
委
員
会
で
協

議
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　（
委
員
か
ら
の
質
問
、
意
見
等
）

　

�　

Ｐ
Ｒ
方
法
、地
元
の
保
育
園
児
や
小
学
生
が

参
加
で
き
る
工
夫
を
お
願
い
し
た
い
。

２　

報
告
事
項
に
つ
い
て

　

�　

以
下
の
３
点
に
つ
い
て
は
、
地
域
自
治
振

興
室
長
が
説
明
。

　
⑴�　

地
域
委
員
会
の
会
議
等
に
関
す
る
要
領

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　（
説
明
要
旨
）

　
　

�　

地
域
委
員
会
が
活
発
に
運
営
で
き
る
よ

う
、分
科
会
を
正
式
に
地
域
委
員
会
の
会
議

会
議
概
要

第 回 会 議４日��

時
会��

場
議��

題
報
告
事
項



 自治会・町内会・非営利活動団体などの団体が、地域
の産業・環境・福祉・芸術・文化・スポーツなどの各分野
において自主的に行う活動のうち、新規に実施する事
業又は現に行っている事業を拡充する事業に対して、
５０万円を限度に補助します。

補助の内容や申し込み方法などのお問い合わせ

寺泊支所地域振興課（☎７５・３１１１）

20年度 長岡市地域コミュニティ
事業補助金の募集について

自主的なまちづくり活動を支援する制度自主的なまちづくり活動を支援する制度

寺泊の豊富な地域資源を活かし、夢と希望が持てるまちづくりを進めましょう！

　会議は公開方式
です。傍聴を希望す
る方は、当日会場へ
お越しください。

委員会を

傍 聴
してみませんか

　会議の詳しい内容は、支所情報ラウンジに備
え付けてある会議録または、インターネットの
長岡市役所ホームページでもご覧いただけます。

会議録やホームページを
ご覧ください

申込み期間 平成20年4月1日㈫から5月1日㈭まで

寺泊地域委員会だより 2008.3.31 　第６号

と
し
て
設
置
す
る
。（
研
修
会
と
同
じ
２
分
の
１
の
報
酬
を

支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。）

　
　

�　

地
域
委
員
長
会
議
に
副
委
員
長
を
加
え
、地
域
委
員
長
・

副
委
員
長
会
議
と
し
、
今
後
の
各
地
域
委
員
会
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
。

　
　（
委
員
か
ら
の
質
問
、
意
見
等
）

　
　
　

な
し
。

　

⑵�　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
　（
説
明
要
旨
）

　
　

�　

補
助
率
４
分
の
３
を
、
１
０
０
分
の
80
に
変
更
す
る
。

　
　（
委
員
か
ら
の
質
問
、
意
見
等
）

　
　
　

な
し
。

　

⑶�　
「
地
域
委
員
会
だ
よ
り
」
の
「
支
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

と
の
統
合
に
つ
い
て

　
　（
説
明
要
旨
）

　
　

�　

地
域
委
員
会
の
協
議
内
容
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
地
域
住
民

に
発
信
す
る
た
め
、
年
３
回
程
度
発
行
の
「
地
域
委
員
会

だ
よ
り
」
を
廃
止
し
て
、
毎
月
発
行
す
る
「
支
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
」
に
統
合
す
る
。

　
　（
委
員
か
ら
の
質
問
、
意
見
等
）

　
　
　

な
し
。

　

�　

以
下
の
３
点
に
つ
い
て
は
、
支
所
長
、
地
域
振
興
課
長
が

説
明
。

　

⑷�　

中
学
生
海
外
派
遣
事
業
（
地
域
固
有
業
務
）
の
終
了
に

つ
い
て

　
　（
説
明
要
旨
）

　
　

�　

平
成
８
年
度
か
ら
始
ま
り
、こ
れ
ま
で
延
べ
11
回
、１
８
０

名
の
生
徒
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
し
て
き
た
。
他
地

域
で
は
、
越
路
と
山
古
志
で
同
様
な
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
合
併
後
も
地
域
固
有
業
務
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
全
市
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

派
遣
先
を
サ
イ
パ
ン
に
統
一
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
寺
泊
地
域
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣

事
業
は
、
今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　（
委
員
か
ら
の
質
問
、
意
見
等
）

　
　

�　

ど
れ
く
ら
い
の
経
費
で
行
っ
て
い
る
の
か
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

�　

ま
た
、
20
年
度
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
か
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　（
事
務
局
答
弁
）

　
　

�　

19
年
度
で
あ
る
が
、
自
己
負
担
額
が
、
越
路
で
６
万
円
、

山
古
志
で
７
万
円
、
自
己
負
担
率
は
１
／
２
で
あ
る
。

　
　

�　

な
お
、
20
年
度
の
内
容
に
つ
い
て
、
い
ま
手
元
に
詳
細

な
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
お
答
え
で
き
な

い
。
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

　

⑸　

支
所
の
移
転
に
つ
い
て

　
　（
説
明
要
旨
）

　
　

�　

各
階
の
間
取
り
、
支
所
業
務(

教
育
委
員
会
寺
泊
分
室

の
業
務
を
含
む)

の
移
転
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
交
通
弱
者
対

策
（
路
線
バ
ス
の
支
所
玄
関
先
ま
で
の
乗
り
入
れ
）、
住

民
へ
の
周
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

　
　（
委
員
か
ら
の
質
問
、
意
見
等
）

　
　
　

な
し
。

　

⑹　

現
支
所
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て

　
　（
説
明
要
旨
）　

　
　

�　

支
所
の
移
転
完
了
後
、
現
支
所
（
議
会
棟
、
明
治
天
皇

行
在
所
を
含
む
）
は
取
り
壊
す
こ
と
に
し
た
。
何
と
か
残

せ
な
い
も
の
か
と
い
う
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
あ
っ
た

が
、
過
去
二
度
の
耐
力
度
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ

う
い
う
結
論
に
達
し
た
。是
非
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

�　

ま
た
、
取
り
壊
し
後
の
跡
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

い
た
り
し
て
方
向
性
を
出
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
と
は
思

う
が
、
ま
ず
以
っ
て
、
こ
の
地
域
委
員
会
で
方
向
性
を
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
　（
委
員
か
ら
の
質
問
、
意
見
等
）

　
　
　

取
り
壊
し
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

　
　（
事
務
局
答
弁
）

　
　
　

４
、５
千
万
円
か
か
る
と
思
う
。


